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地域経済分析システムを

使ってみよう



RESAS（地域経済分析システム）
の概要
地域経済のデータ分析と活用方法



データ可視化と分析

簡単なデータ表示

地域間比較機能

将来の経済予測

詳細な産業分析

インタラクティブなグラフ

RESASの基本機能



分析可能な統計
１
人口推移グラフ

ポイント：地域市場の規模や顧客の将来的な変化を把握する。

　　　　　「地域の○代人口は今後△%減少予測」のように計画書に

　　　　　記載すれば、市場縮小リスクに対応した計画であることを

　　　　　客観的データで裏付け可能です。

２
産業構造分析

従業者数、付加価値、労働生産性の切り口で、長浜市内にどのような

業種が経済的な効果をあげているかを把握できます。

ポイント：市場構造の把握や競合分析に有効。

　　　　　地域における自社業界の位置づけ（規模・成長傾向）や競

　　　　　合事業者数を客観的に把握できます。他の自治体との比較

　　　　　も可能です。

※画像をクリックすると、実際のRESASの検索

　条件を確認することができます。

https://resas.go.jp/population-composition/?pref=25&city=25203&tab=1&year=2020&level=city&lat=35.3810867&lng=136.2748943&zoom=10&mapTile=pale&opacity=0.8&left=2020&right=2050
https://resas.go.jp/industry-all/?tab=2&level=city&pref=25&city=25203&year=2021&compYear=2016&data=census&categoryLevel=broad&barContent=sales_revenue&broad=A&middle=01&small=011&detail=0111&order=employee&method=actual


分析可能な統計
３
滞留人口メッシュ分析（マーケティングマップ）

ポイント：商圏内の顧客の動きを把握できる。

　　　　　時間帯別の人出や平日・休日の差を把握でき、マーケティン

　　　　　グ計画で販促タイミングの選定など個別の戦略策定の根拠

　　　　　として利用可能です。

時間帯ごとの人流を把握することが出来るので、自社のターゲット顧客

の動向を把握したうえで、販促政策を検討することが出来ます。

4

観光マップ

各エリアの観光客の滞在動向を把握でき、小売・サービス・飲食・宿泊

業等の観光客需要の取り込みや現状認識で活用が可能。

地図上の具体的なエリアを自分で範囲指定して、観光客の動向を分析す

ることが出来ます。

宿泊者の動向もカウントすることができ、日帰り・宿泊の客先ごとの狙

いどころを把握することができます。

※画像をクリックすると、実際のRESASの検索

　条件を確認することができます。

https://resas.go.jp/town-planning-staying-mesh/?pref=25&city=25203&tab=0&year=2024&month=all&hour=14&day=holiday&mesh=250&lat=35.377363716159664&lng=136.28183841705325&zoom=15&mapTile=pale&opacity=0.6
https://resas.go.jp/tourism-attraction/?pref=25&city=25203&tab=0&year=2024&month=all&hour=all&day=all&mesh=250&id=0&lat=35.37913075790896&lng=136.27846956253055&zoom=15&tOpacity=0&mOpacity=0.6&tCategory=00&oCategory=00&oSCategory=00&oOpacity=0&mapTile=pale


ポイント①｜データに基づく経営判断

感覚ではなく「根拠」で考える時代に。

　RESASを使えば、「なんとなく増えた気がする」ではなく、実際の人口

や商圏の動きを数字で確認できます。勘や経験だけに頼らず、客観的な

データに基づいた経営判断が可能になります。

ポイント②｜補助金・計画書の強い味方

説得力のある書類に。

　補助金の申請や事業計画書にRESASのデータを使えば、地域ニーズの

裏付けや市場分析ができ、実現可能性の高い計画として評価されやすく

なります。

ポイント③｜地域を知り、アイデアを生む

課題も、チャンスも、データが教えてくれる。

　人口減少や高齢化の進行、観光客の属性など、地域の課題や強みを可

視化。そこから新たなサービスや商品開発のヒントを得ることができま

す。

事業計画書
に記載する
リーサス分析
のポイント



リーサス活用
の注意点

①
地域全体の傾向であることを理解しましょう

　RESASのデータは、市区町村など一定の広さの地域単位で集計さ

れています。個々の店舗や事業所の状況を直接反映するものではな

い点にご留意ください。

②
最新状況とタイムラグがある場合があります

　データは年次で集計されるため、現場の変化とズレが生じる場合

もあります。活用時には、直近の状況や現場感とあわせて検討する

ことが大切です。

③
数値はあくまで「参考材料」として使いましょう

　RESASは経営の判断材料として非常に有効ですが、すべてを数字

で割り切れるわけではありません。現場の声や経験と組み合わせ

て、バランスよく活用することが重要です。



業種別に見た
リーサス活用
事例

　補助金申請や経営計画策定に役立つよう、RESASの客

観的データをもとに、長浜市の現状と課題を業種別に整

理しました。

　市場分析の裏付けや、事業計画の説得力を高める資料

としてご活用いただけます。

　自社にあった業種をクリックすると、PDFデータに飛

びます。

①製造業

②小売業

③サービス業

④飲食業

https://nagahamasci.or.jp/wp-content/uploads/2026/02/04b860bc353825ff4d23895e78d38ba3.pdf
https://nagahamasci.or.jp/wp-content/uploads/2026/02/15042cf5ca715d23326877cd5d33b5a2.pdf
https://nagahamasci.or.jp/wp-content/uploads/2026/02/af52da0c65e6b8fe05b66d9731c62e98.pdf
https://nagahamasci.or.jp/wp-content/uploads/2026/02/6ed3bc6512189480c0a22c5ed49d2413.pdf


お問い合わせ

RESAS活用に関するお問い合わせ、ご相談は長浜市商工会までお気軽に。

「使い方がわからない」

「自社の経営にどう活かせばよいか

　迷っている…」など

　そんなお悩みを、

　長浜市商工会がサポートします。

　地域の現状を正しく把握することが、未来に向けた第一歩になります。


